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　6月22日（月）～26日（金）、滋賀大学・滋賀県立大学・
滋賀医科大学の生協食堂で、ユニセフ募金付きメ
ニュー「チキン南蛮」を提供し、期間中に1,406食の利
用がありました。多くの学生が企画に賛同し、世界の
子どもたちの現状を知り“自分たちにできること”を考
える機会となりました。
　また、7月8日（水）にはJR大津駅前ロータリーで街
頭募金活動を行い、チラシ配布を通じて地域の皆さま
から温かいご支援をいただきました。戦争や貧困で支
援を必要とする子どもたちへの理解を広げる取り組み
として、今後も継続して活動を進めていきます。

ユニセフ活動
～大学生協食堂メニューと、
　JR大津駅街頭募金～

　広島・長崎への原爆投下から81年が経過し、世界
では依然として戦争や紛争が続き、核兵器使用のリス
クが現実味を帯びています。ロシアによるウクライナ
侵攻は5年目となり、終結の見通しは立っていません。
　また、アメリカ・イスラエルによるイランへの攻撃
により、中東情勢も緊迫した状況が続いています。こ
うした国際情勢の中で、核兵器の非人道性を改めて見
つめ直し、核兵器廃絶を求める声を社会に広げていく
ことが求められています。
　原爆の投下された８月６日（木）はJR野洲駅、９日
（日）にはJR石山駅において、通行される一人ひとり
に署名を呼びかけました。

核兵器のない世界をめざして
『日本政府に核兵器禁止条約の
署名 ・批准を求める署名』活動

第37回近畿地区生協・行政合同会議第37回近畿地区生協・行政合同会議

　協同組合は、国連が重視する取り組みを担う組織
として高く評価されている。その役割や期待に応え
るため、学習・体験、交流、地域活動、人材育成、
組合員参加を通じた態勢づくりが重要である。協同
組合法制度を整え、持続可能で活力ある地域社会の
実現に貢献してほしいと述べられた。
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１）日　時：２０２６年８月１９日（水）

２）場　所：ピアザ淡海（滋賀県立県民交流センター）

３）主　催：近畿地区生協府県連協議会

４）テーマ：『つながる力で安心してくらし続けられる地域社会

づくりをめざして』

＜特別報告＞

「これからの協同組合の役割や期待について」
日本協同組合連携機構 前代表理事専務　比嘉　政浩 氏

＜報告＞

「全国の生協の事業と社会的取り組み

　　　　　　　　〜持続可能な社会の実現を目指して〜」

日本生協連渉外広報本部　松本　圭司 氏

「滋賀県の消費者行政について」

滋賀県総合企画部県民活動生活課　佐藤　勝也 氏

「食品ロス削減の取り組み」 

コープこうべＳＤＧｓ推進部　鬼澤　康弘 氏

「おかいものサポートカー・おかいもの便の取り組み」

京都生活協同組合くらしサポート推進部　原　晶 氏

「消費者支援機構関西（KC ’ｓ）活動報告」

KC ’ｓ　傘木　誠 氏
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会員生協の

取組

　2026年7月28日に発生した熊本地震を受け、当生協

は発災の翌日には理事・監事で臨時意見交換を行い、

翌々日には被災地支援募金を立ち上げました。取り組

みは、食堂の副菜利用1点につき生協が10円を寄付す

る「食べて応援企画」と、各店舗レジ横に募金箱を設置

する「直接募金」です。

　中でも生協学生委員会は、自らも試験期間中である

にもかかわらず、店頭で熱心に呼びかけ、その活動は

大学の公式案内にも掲載していただきました。研究室

単位などでも募金がまとめられて生協に結集するな

ど、学内に「たすけあい」の輪が広がりました。

　約1か月の取り組みで集まった募金は合計136,949

円にのぼります。生協からの募金は直接熊本県の義援

金口座へ、募金箱に集まった募金は全国大学生協連を

通じ被災地へお届けします。組合員の温かいご協力に

感謝申し上げるとともに、今後も支援の取り組みを進

め、災害時の対応についても理事会等で議論を深めて

まいります。

　滋賀県住宅生協は、生活者の暮らしを支える相互

扶助の理念のもと、住まいに関する相談やフードバ

ンクによる食料品の支援など、地域に寄り添った福

祉活動に幅広く取り組んでいます。

　今回は児童養護施設で暮らす子どもたちへの支援

です。子どもたちは退所後、生活資金の確保や社会

的孤立、身元保証人の不在など、自立に向けた多く

の課題に直面しています。

　住宅生協では、子どもたちが将来への希望を持ち、

安心して社会へ巣立ち健やかに成長できることを強

く願い、長年にわたり支援を推進してきました。　

　2022年には、老朽化が進んだ「守山学園」の園舎

改築を支援しました。2026年11月10日には「第24回

レインボーフェスティバルチャリティーコンペ」を

開催し、寄せられた善意と住宅生協からの寄付金を

滋賀県児童福祉入所施設協議会へ贈り、退所児童の

自立支援事業に役立てていただきます。

日　　時　　2026年9月10日（木）
　　　　　　　　　　13時30分～ 16時30分

場　　所　　コラボしが21

開催目的　　 地域社会の未来に向けての協同組合
が果たすべき役割について、若手職
員が組織の枠を超えて考える機会と
する。また、各構成団体間の役職員
間の交流をすすめ、今後の業務やネッ
トワークの向上をめざす。

小川　景司氏

神戸大学大学院
農学研究科食料
環境経済学講座助教

参 加 者　　近畿労金、県漁連、
県森林組合、
県労福協、
県内ＪＡグループ、
滋賀県生協連　　計17団体・51名

学内に広がるたすけあいの輪 
― 熊本地震 被災地支援募金の取り組み ―

滋賀県児童福祉入所施設協議会
を通じた活動紹介

国際協同組合デー企画

滋賀県立大学生活協同組合

滋賀県勤労者住宅生活協同組合

みんなで考えよう
「協同組合で創る地域社会の未来について」

　小川景司氏による基調講演と、参加者によるワークショッ

プを実施しました。

　小川氏からは「持続可能な組織　地域社会の実現に向け

て」をテーマに、農業経営と大学生による地域での実践から、

これからの協同組合を考えるという内容で講演が行われま

した。

　大学生が丹波篠山市の農家で農作業と農村生活を体験し、

持続可能な農業や暮らし方、発見力・コミュニケーション

力を養いました。若手の参加やアイデアをきっかけに農家

の働き方や地域との関わり方にも変化が生まれました。

　今回の取り組みを通じ、持続可能な地域社会の実現には、

地域に関心を寄せる人々との関わりを生み出す仕組みづく

りが重要であること、また、地域内外のニーズを結びつけ

るコーディネーターの存在や、景観や人のつながりなど地

域の魅力を高める環境づくりが不可欠であることを学びま

した。

　協同組合は多様な人々をつなぎ、共通の目標へ導く調整

役として、地域の協力関係を育てる役割が期待されていま

す。事業・サービス提供とあわせて、地域の組織と人をつ

なぎ、協働を促すことで、協同組合の存在意義と事業の持

続可能性を高めることが必要です。

グループ別ワークショップ

　基調講演を踏まえ、若手職員を中心に４１名が８グルー

プに分かれワークショップを実施しました。

①普段は関わりの少ない異なる協同組合の職員同士が対

話できたこと自体に、非常に高い価値と刺激が得られ

ました。

②単独の協同組合では解決できない課題も、それぞれの

強み（商品軸、地域の特産、ネットワーク等）を持ち寄

ることで新しいアイデア（協同組合フェス、SNS発信、

学生向けマルシェ、リクルート連携など）が生まれる手

応えが得られました。

最後に

   今回の交流では、事業と活動へつなげる仕組みづくりへ

の期待とアイデアが多く寄せられました。また、各組合の

若手職員からは、仕事内容や強みを知り合う継続的な交流

を望む声がありました。引き続き、若手職員が自事業を発

表する機会や、大学生に向けた体験事業、ESD、コーディネー

ター育成研修などを行っていくことが必要と感じました。

講　   師・
コーディネーター

（主催：IYC記念滋賀県協同組合協議会）

 「守山学園」の改築 

児童養護施設（鹿深の家）
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